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80回目の「グアムリバレーションデイ」
日本からも団体が参加、「目的のある」旅に
今年で80回目を迎える「グアムリバレーションデイ（グアム解放記念日）」に合わせ、
毎年恒例のイベントがグアムのアガニア地区で開催された。イベントには、日本から 
チャモロダンスや「よさこい」の団体が参加。こうした団体による文化交流が、 
グアムへの団体旅行における新しい渡航目的となり、さらに多くの観光客を呼び込む
契機となることが期待される。

　今年で80回目の節目となる「グアムリ
バレーションデイ」は1944年に旧日本軍
による統治から再び米国領として復帰し
た日である７月21日を記念して制定され
たグアムの祝日。毎年グアムの人たちは、
この日に合わせたイベントの開催を楽し
みにしている。

　今年は、「“Todu i Tiempo i Pås Para 
Hita”（平和はいつも私たちのために）」を
テーマに、記念式典や追悼イベントが行
われたほか、グアムの村々の自治体や企
業などによるユニークな装飾を施した山
車によるパレード、ブロックパーティー
などが開催された。
　ブロックパーティーが行われたパセオ
球場からチャモロビレッジのエリアで
は、地元企業によるフードトラックをは
じめ、人気ローカルブランドのポップ
アップショップ、ローカルアーティスト
による作品の販売、子供たちが楽しめる
アクティビティなど、地元の人たちはも
ちろん、旅行者もローカル気分で楽しめ
るユニークなブースが集結した。

　また会場に設置された大、小の二つの
ステージでは、グアムの人気ミュージ
シャンによる演奏のほか、各国からのパ
フォーマーによるダンスなどを披露、地
元ラジオ局のパーソナリティによる進行
で、会場を多いに盛り上げた。
　日本からはこのイベントのために、
チャモロダンスチーム「Guma Taotao 
Kinahulo Atdao Na Tano（グマ・タオ
タオ キナフル アッダオ ナ タノ）」と、 
よさこいダンスのパフォーマンスチーム

「 Y O S A K O I ソーランチーム 天嵩 
～Amata～」が参加。

　昨年に続き参加したチャモロダンス
チームは、グアム政府観光局が長きに渡
り日本で実施してきたチャモロダンス
レッスン講座「グアムチャモロダンスア
カデミー」から生まれた日本人による
チーム。地元のミュージシャンによる歌
と楽器の生演奏のもと、地元ダンサーと
ともに、圧巻のダンスパフォーマンスを
披露した。
　また「YOSAKOIソーランチーム 天嵩
～Amata～」のパフォーマンスは、華や
かでダイナミック。アップテンポなリズ
ムに、リーダーによる英語での特別なマ
イクパフォーマンス、大きな旗を翻しな
がら、一糸乱れぬダイナミックな動きの
踊り子たちは、会場の観客を魅了した。

　よさこいのパフォーマンスは、鳴子を
持って踊ることと、高知の民謡よさこい
節のフレーズを必ず踊る曲に織り込むと
いう基本ルールを守れば、独自のアレン
ジができる。高知、札幌、名古屋での祭
りは「日本三大よさこい祭り」と呼ばれ、
全国各地のチームがその舞を披露するた
めに集まる。
　グアム政府観光局、ケン・コーポレー
ションとともに今回のダンサー招聘に協
力し、当日会場にも訪れたユナイテッド
航空の桐山謙一日本・ミクロネシア地区
営業担当支社長は、「こうした祭りをグア
ムに誘致し、地元チームの育成による海
外交流など、目的のある訪問地として、グ
アムの渡航需要を創出していき、訪問目
的を強固なものにしていきたい」と語る。

親子で楽しめるマラソンイベント
リアルなグアムに触れる旅
　リバレーションデイの恒例イベントと
して、地元の人たちが毎年楽しみにして
いるのが「パレード」だ。アガニア地区
の大通りを通行止めにして、約４時間に
わたり大きな山車が行進する。パレード
を見ようと、沿道には当日朝早くから場
所取りのテントが張られ、そこに家族が
集まり、食事をとり、おしゃべりを楽し
みながら過ごすという。
　そんな当日の朝、パレードと同じコー
スをランニングで楽しめるイベントが

「リバレーション５㎞＆リバレーション・
マイル」だ。
　グアムでは、地元のランニング愛好家
による“５Ｋ”と呼ばれる５㎞のマラソン
大会が主に土曜日の早朝に開催されてい
るが、この週末は、リバレーションデイ
の祝日に合わせて開催された。

　この日はチャモロビレッジを６時にス
タートし、アデラップで折り返す５㎞の
レースに加え、「リバレーション・マイ
ル」では、リバレーションデイである７
月21日にちなみ、７時21分にレースをス
タート。その距離は１マイル（約1.6㎞）
とあって、子供たちが参加して楽しむ姿
が見られた。
　パレードのために沿道に集まった地元
の人たちも、ランナーへ声援を送り、和
やかで温かい雰囲気の中でレースが進行
していた。事前のオンラインのレジスト
レーションで気軽に参加できるので、マ
ラソン好きはもちろん、リアルなグアム
に触れる旅の体験の一つとして、参加を
おすすめしたい。

歴史を学ぶ展示や花火大会も
教育旅行にも最適
　スペイン広場では歴史を学ぶ展示が、
またグアムミュージアムでは、VRゴーグ
ルを使用した第二次世界大戦のバーチャ
ル体験ができるコーナーが設置され、歴
史をしっかり学べる場が設置されてい
る。リバレーショ
ンデイの華やかな
イベントのみなら
ず、こうした内容
は、グアムへの教
育旅行の学習要素
としても活用でき
るだろう。
　そして、夕方日
が暮れる頃には、
会場にパラシュー
トが降下しイベン
トを盛り上げたほ
か、イベントのク
ライマックスで
は、午後7時21分に
花火が打ち上げら
れ、常夏の島の夏
の夜空を彩った。

「グアムと日本が
共に平和を祝うイベント」に
　毎年盛大に開催される「グアムリバ
レーションデイ」。旧日本軍による統治か

ら再び米国領として復帰した日を記念し
て制定された日とあるだけに、日本人旅
行者としての参加スタンスが気になると
ころ。
　日本の夏休みのスタートとなるこの時
期に開催される同イベントについて、グ
アム政府観光局副
局長のジェリー・
ペレス氏は「現在
のグアムと日本が
平和であることを
一緒に祝うイベン
トとしていきたい」
とコメントする。
　かつては歴史的
にも非常にセンシ
ティブであったと
はするものの、「80年という時を経て、現
在の状況は大きく変わったと考えている」
とし、また自身の話として、「自分の親
に、日本からの旅行者についてどう思う
尋ねたことがあるが、『当時の戦時下にお
ける日本人と現在の日本人の旅行者は違
う人たち。だから気にする必要はない。
いまはともに平和な世界を歩んでいきた
いと考えているよ』といった声を聞き、
自分も安心した経験がある」という。ま
たペレス氏は、かつて硫黄島の日米の合
同の慰霊祭にも参加した経験があること
を説明し、「リバレーションデイもグアム
と日本が一緒にイベントに参加するとい
うことに意味があると思う。そして未来
に続く平和への思いを込めることにもつ
ながる」と話す。
　さらに「日本文化のひとつである、亡
くなった方への慰霊の気持ちや願いを込
めた『灯篭流し』を、グアムではフロー
ティングセレモニーとして実施してい
る。こうしたことも、グアム人、日本人
ともに一緒に行い、いまの平和に感謝す
るイベントとしていくのも良いのではな
いか」と語り、「グアムと日本が一緒に参
加していくことの意味がある。またこう
したイベントを教育旅行で歴史や文化を
学ぶ機会としても最適だと思う」と提案
した。

今後の需要回復の鍵は座席供給量
2025年はコロナ前の90％目指す
　今後の日本マーケットに回復につい
て、「現在非常に厳しい状況が続いている
が、2025年はコロナ前の需要の90％の回
復を目指していきたい」とその意欲を示
した。また「５月に就航した羽田便がと
ても大切。このロードファクターをあげ、
機材の大型化、そして増便へとつなげて
いくステップとしていきたい」と述べ、

「座席供給数を増やしていくことが大変
重要」と述べた。

グアム政府観光局（GVB）

【特別企画】GUAM PAYクーポンの配布
18歳以下が含まれる2名以上のグアム旅行を申し込みした旅行者限定1500
名に$30分相当の電子クーポンを配布。グアム現地の人気レストランや売店、
オプショナルツアーなど60店舗以上で使用できる。
https://www.gogoguam.jp/coupon/

グアム政府観光局では、夏休み期間の子供連れのファミリーに向けて、新キャ
ンペーン「こどもとグアム」を実施している。同キャンペーンでは、家族旅
行を通じて子供たちに楽しい思い出を提供し、グアムの魅力を発見する機会
となることを狙ったもの。「こどもとグアム」ウェブサイトを公開し、グアム
への夏休み旅行おすすめポイント、モデルコース、グアム現地企業の子供連
れ家族向けオファーの紹介などを掲載している。また、キャンぺーンの開始
を記念して、「GUAM PAYクーポンの配布」を実施中。さらに、お得な特典
が盛りだくさんの「HafaAdai Support」も9月末まで実施している。

GVBの夏のファミリー需要喚起策「こどもとグアム」キャンペーン

「こどもとグアム」ウェブサイト
https://www.visitguam.jp/events/kodomoguam/

GOGO! GUAM Hafa Adai Supportも継続中！
現地で人気のレストラン、カフェ、アクティビティ、レンタカーなどグアム
島の観光関連企業が集結して、特別なサービスや特典割引を提供している。
https://www.gogoguam.jp/shop/

グアムの独立をパレードやイベントで祝う
日本からチャモロダンス、よさこいのチームを招聘

日本から参加した「YOSAKOIソーランチーム 天嵩
～Amata～」による迫力のパフォーマンス

ローカルブランドのポップアップショップや地元
アーティストによる作品の販売、グアムの味が楽し
めるフードトラックも

クライマックスでは、美し
い花火がグアムの夜空を
彩った

7月21日にちなみ、7時21分にレースをスタートした
マラソンイベント「リバレーション・マイル」

グアム政府観光局副局長の
ジェリー・ペレス氏

日本人チャモロダンスチームがステージでパフォーマンスを披露

VRゴーグルを使って第二
次世界大戦のバーチャル
体験ができるコーナーも

リバレーションデイのフェスティバルは、日本の夏
休みのスタートと同じ。子供たちが喜ぶアクティビ
ティブースがさくさん開かれる
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